
（特非）　おーでらす

集落の主体的な鳥獣害対策の実施と継続に
より、農村環境の生物多様性を保全する活動

 福島県 調査研究

ひろげる助成

2年目
活動地域

活動内容と成果
● 支援対象集落を2地区選定した
● 上記集落を対象に、獣による被害調査及び被害対
策の効果検証を実施した。
　 結果は、両集落ともに被害がみられ、対策の改善が
必要であった。また、獣害を防いだ後のビジョンを
住民間で明確にし、対策の継続性を図る必要があ
ると考える
● 各集落で植物、鳥類、哺乳類、両生・爬虫類、魚貝
類、水生昆虫類の生物相調査を実施した。
　 両集落延べ927種が出現し、そのうち絶滅危惧種
に指定されている貴重な生物が24種確認された課　題

鳥獣害対策は短期的に解決できる問題ではないた
め、対策の継続性が重要であるが、実践できていると
ころは少ない。また、農村環境の荒廃から生物多様性
の減少も危惧される。

目　標
集落の主体的かつ継続的な対策の実施が、農村環境
の生物多様性保全につながるプロセスモデルを確立
する。 〒969-3302

福島県耶麻郡磐梯町
大字更科字権現森45番地
電話：0242-73-3071
E-mail：info@ohderasu.com
HP：https://www.ohderasu.com/

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
住民との接触ができない状況での、
情報提供の方法や、集会等が実施で
きるかの調整。

■工夫した点
調査等の情報提供は資料を配布して
行った。被害対策については、配布
後に改善が見られた。

貴重な環境であることを住民に認識してもらうことで、住民主体の鳥獣被害対策
の継続を推進する。そのため、各集落の課題解決の方法及び集落ビジョンを住民と
検討しながら、集落に合った対策を進めていきたい。

今後の
展望

被害状況や被害を出す獣を地元小学生に講義被害状況や被害を出す獣を地元小学生に講義

絶滅危惧Ⅱ類指定のホトケドジョ絶滅危惧Ⅱ類指定のホトケドジョ
ウウ

獣被害現地調査 13 回

生物出現種数 927 種

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 40 ％

（特非）　日本下水文化研究会

バングラデシュ都市スラムにおける衛生行
動の変容促進と衛生環境の形成

ワークショップ参加者 281 人
トイレ使用後の石鹸で
手洗い習慣化 83 ％

今年度計画の達成度 60 ％

目標達成度 55 ％
 バングラデシュ 知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

2年目
活動地域

活動内容と成果
三つのコミュニティの女性を対象に、感染リスク軽
減のため、感染ルートの認知とその遮断につながる
衛生行動について、カードを使って考えるワーク
ショップを開いた。衛生行動の変容が確実に継続で
きるように、既存の設備を改善した。衛生行動の変
化、トイレの清潔さの変化、女性がイニシアティブを
とることの重要性、衛生環境を維持する活動への参
加意識の変化等について、意識調査を行ったところ、
ワークショップへの参加、設備改善により、衛生行動
の変容とその習慣化、さらには、コミュニティの女性
のエンパワーメントを促した。課　題

都市貧困層コミュニティでは様々な感染リスクに曝さ
れているが、感染ルートを断ち、リスク軽減のため、衛
生行動の変容並びに必要な衛生設備の改善が求められ
ている。

目　標
啓発活動により、下痢症リスク認知レベルの向上を図
り、衛生設備の改善意思を形成し、必要な共同利用設備
を住民参加のもとで設置し、自立的に管理できる組織
を形成する。

〒101-0027 東京都千代田区
神田平河町1番第3東ビル710号室
E-mail：jade@jca.apc.org
HP：http://www.jca.apc.org/jade/index.htm

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルス禍で現地は全国
的にロックダウン。日本からの渡航
もかなわず、メール等による一方向
的な指示に終始せざるを得なかった。

■工夫した点
ワークショップでは、感染リスクに
ついての認知レベル向上と衛生行動
の変容への理解を深められるように
プログラムを改善。

コミュニティの人たちが自主的に衛生環境を維持していくとともに、現地の関係
者の手で、活動が進められるよう、ワークショップの教材やコミュニティによる管
理業務などの汎用化と伝搬を進めていきたい。

今後の
展望

改善された衛生設備の位置を示した地図改善された衛生設備の位置を示した地図

カードを使って感染経路についてカードを使って感染経路について
学ぶ学ぶ
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